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平成25年度第6回（平成26年3月） 

理事会報告・運営会議報告 

 

 

 

 

 

 

理事会 議事 

 

2014年3 月26日に平成25年度第6回理事会・

運営会議が理事13名、監事2 名と3名の理事代理

の方の出席のもと、高輪台日本オーディオ協会大会

議室にて開催されました。 

理事会に先立ち校條会長から、最近の国内需要に

関し、高級オーディオ市場で消費税増税前の駆け込

み需要があったこと等、消費税増後の動向が懸念さ

れるが、一方、37インチ以上の大型TV、BDプレ

イヤー、ポータブルオーディオ、フラッシュメモリ

ー搭載のカーナビ等、堅調なカテゴリーもあるとの

話がありました。 

 

1. 第1号議案：新会員の承認を求める件 

平成25年度第5回（平成26年2月）理事会以降、

平成26年3月25日までの間に入会申請のあった個

人正会員1名の入会が申請通り承認されました。 

 

2. 第2号議案：平成26年度事業計画案と収支予算

案の承認を求める件 

始めに校條会長から事業計画案の説明がされまし

た。平成26年度のキーポイントは下記の通りです。 

 予算計画は「入るを量り、出を制する」考えで対

応。特に「入り」は親和性のある異業種法人会員

獲得と賛助会員の正会員化に取り組む。 

 平成26年度のテーマは「ハイレゾリューション・

オーディオ」を掲げ、技術・プロモーションの両

面から取り組む。 

 組織体制の強化としては、政策立案機能と運営会

議との連携強化を目指し、現在の委員会の上部会

議体としてステアリングコミッティー（ハイレゾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

リューション推進等技術会議、広報・プロモーシ

ョン推進会議、財政・組織・IT会議）を設置。こ

れに伴い、各委員会は専門委員会とする。 

次に事務局から平成25年度収支見込み、及び、平

成26年度予算案が説明されました。 

平成 25 年度の収支見込については、一般会計、

展示会（音展）共に黒字化が達成されることが報告

されました。 

平成26年度予算は、会費収入が平成25年度並み

の為、活動費配分を見直し、活動の効率化を図り、

収支均衡で予算化されていることが説明されました。 

以上の説明を踏まえ、平成26年度事業計画案と収

支予算案はともに承認された。 

 

運営会議 議事 

 

1. 展示会（音展）開催について： 

校條会長より3月27日に予定されている展示会説

明会の内容が説明されました。出展社に向けた今年

の運営コンセプトは下記の通りです。 

 先進性ある情報発信と啓発 

 エンターテインメント性の追求 

 市場創造と需要喚起のプロモーション 

 

2. 協会ホームページリニューアルについて 

事務局より、イベント情報、お勧めソフト情報等、

コンテンツの充実を図り、情報発信強化する旨が説

明され、理事会としての確認がされました。 
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